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1
Db2 Web Query 管理コンソール

Db2 Web Query 管理コンソールを使用する と、Db2 Web Query 環境をリモート管理する
ことができます。管理者は、このコンソールから Db2 Web Query Client のさまざまな構
成設定にアクセスして設定を変更することができます。 

トピックス
Db2 Web Query 管理コンソールへのアクセス

Db2 Web Query の構成

Web Query での Web Query Client 設定の変更

HTML5 グラフ拡張機能の操作

Db2 Web Query 管理コンソールへのアクセス
管理コンソールにアクセスするには、下図のように、ホームページの右上から設定アイコン

 を選択し、コンテキストメニューから [管理コンソール] を選択します。

Db2 Web Query 管理コンソールが開きます。
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Db2 Web Query の構成
Db2 Web Query 管理コンソールを使用して Db2 Web Query Client の構成設定を更新するに
は、下図のように、[構成] タブをクリックし、画面左側のメニューのカテゴリからいずれかを
クリックします。

画面上部で次のオプションをクリックすることもできます。
キャッシュのクリア   メモリキャッシュ内の情報をクリアします。メモリキャッシュには、
Db2 Web Query Servlet のリクエストごとに処理される情報が格納されています。この情報と
して、Db2 Web Query のスクリプトファイルおよび構成ファイル、デフォルトの Managed

Reporting ドライバのキャッシュなどがあります。

キャッシュをクリアすると、ユーザの Report Broker スケジュール権限が完全に失われます。
この操作は、folder-sched グループからユーザが移動または削除された場合に実行する必要が
あります。
閉じる   管理コンソールを閉じます。この時点では、管理者として Db2 Web Query にログイ
ンした状態が保持されています。
ヘルプ   オンラインヘルプを表示します。

アプリケーションの設定
[アプリケーションの設定] では、Db2 Web Query Web アプリケーションの構成および動作を設
定します。

手順    アプリケーション設定を表示または編集するには
1. 管理コンソールの [構成] タブで [アプリケーションの設定] フォルダを展開し、表示また
は編集する設定のカテゴリを選択します。
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右側の構成ウィンドウに各種設定が表示されます。
2. 変更後、[保存] をクリックします。

参照    アプリケーションキャッシュの設定
[アプリケーションキャッシュ] ページの設定では、Application Server のデータ値キャッシュの
サイズおよびコンテンツを構成します。これらのキャッシュは、オートプロンプトレポート、
埋め込み BI アプリケーションで使用するパラメータ、または FIND パラメータ構文を含むプロ
シジャに割り当てられます。FIND パラメータ構文は、使用可能な検索パラメータ値の範囲を
制限するために使用されます。 

これらの設定では、ユーザ環境のデータ値キャッシュ操作のデフォルト構成を定義します。管
理者およびセッションビューアの使用権限を所有するユーザは、[キャッシュ] リストのオプシ
ョンを使用してこれらのデフォルト設定を一時的に上書きすることができます。
[アプリケーションキャッシュ] ページには、[レポート出力キャッシュ] の設定も含まれます。
この設定では、レポート出力に別のキャッシュの使用を定義します。
データ値最大キャッシュメモリ (MB)
データ値キャッシュに割り当てる最大メモリを定義します。このキャッシュには、プロシ
ジャで発行されたクエリからサーバが取得したデータソース値が保持されます。プロシ
ジャは、FIND パラメータ構文の 2 部構成名でマスターファイルのソースを識別します。
これらの値は通常、オートプロンプトレポート、埋め込み BI アプリケーションで使用す
るパラメータ、または FIND パラメータ構文を含むプロシジャに割り当てられます。FIND

パラメータ構文は、使用可能な検索パラメータ値の範囲を制限するために使用されます。
また、マスターファイルへの IBFS パスおよびプロシジャを実行したユーザ ID もこのキャ
ッシュに含まれます。データ値キャッシュは、Web Query Application Server をホストする
マシンのメモリを使用します。

この設定にはデフォルト値 0 (ゼロ) が割り当てられます。これは、データ値キャッシュに
割り当てられるメモリがないこと、およびデータ値がキャッシュされていないことを示し
ます。
データ値キャッシュの使用を有効にするには、管理者はこの設定に 1 から 500 までの数
値を割り当てる必要があります。ほとんどの場合、組織のキャッシュ要件には 10 メガバ
イトで対応できます。

データ値ユーザキャッシュパス 
データを取得したユーザのみデータソース値の使用が可能なリソースへの IBFS パスを指
定します。

1. Db2 Web Query 管理コンソール
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この設定で定義するパスには、DBA または行レベルセキュリティの制限が適用されている
データを含むリソースのみを指定します。これらの制限が適用されないキャッシュリソ
ースの呼び出しについては、Web Query では [データ値グローバルキャッシュパス] 設定で
定義されたパスが使用されます。
この設定で IBFS パスが定義されていない場合、データソース値はキャッシュされません。
これがデフォルト値です。
この設定で 1 つまたは複数の IBFS パスが定義されている場合、これらのパスで定義され
たすべてのリソースから取得されたデータ値が、各ユーザのデータ値ユーザキャッシュに
含まれます。この設定に複数のパスを含める必要がある場合は、ブランクを使用せずセミ
コロン (;) で区切ります (例、/EDA/EDASERVE/retail_samples;/EDA/EDASERVE/ibisamp)。

この設定で定義するパスには、IBFS パスフォーマットを使用します。このフォーマットに
は、少なくとも IBFS サブシステムコンポーネント (/EDA) とサーバノード名をこの順序で
含める必要があります。比較的短い、上位のパスを使用した場合、幅広いフォルダおよび
フォルダ内のマスターファイルが定義されます。下位レベルに及ぶ比較的長いパスを使
用した場合、より狭い範囲のアプリケーションフォルダおよびマスターファイルが定義さ
れます。パスは、個別のアプリケーションフォルダレベルまたは単一のマスターファイル
レベルまで指定することができます。
この設定で複数のフォルダまたはマスターファイルを指定するには、幅広いフォルダを含
む比較的短い、上位レベルのパスを使用することも、フォルダおよびマスターファイルの
非常に特定されたグループを指定する一連のより長く、詳細なパスを指定することもでき
ます。この設定に複数のパスを含める必要がある場合は、ブランクを使用せずセミコロン
(;) で区切ります (例、/EDA/EDASERVE/retail_samples;/EDA/EDASERVE/ibisamp)。

この設定の IBFS パスには、次の構造を使用します。パスの先頭の 2 つのコンポーネント
のみが必須です。残りのパスコンポーネントは、絞り込むパスの範囲に応じていくつでも
追加することができます。
/EDA/Node/ApplicationFolder/SubFolder1 ... SubFolderN/Resource 

説明
EDA

EDA IBFS サブシステムです。このコンポーネントはすべてのパスで必須です。この
コンポーネントには、先頭にスラッシュ (/) が必要です。

Node

ノードの名前です。このコンポーネントはすべてのパスで必須です。
ApplicationFolder

データをデータ値キャッシュに追加するリソースが格納されたアプリケーションフォ
ルダの名前です。

Db2 Web Query の構成
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SubFolder1 ... SubFolderN

アプリケーションフォルダ下のパスのフォルダ名です。パスのエンドポイントに接続
します。必要な数のフォルダを追加します。

Resource

パスのエンドポイントです。これが、1 つまたは複数のマスターファイルを格納する
フォルダ名の場合、このフォルダのすべてのマスターファイルのデータがキャッシュ
に含まれます。ここで指定するマスターファイルの名前に拡張子.mas が付かない場
合、この特定のマスターファイルのデータのみがキャッシュに含まれます。

注意：[データ値ユーザキャッシュパス] 設定で定義したフォルダまたはマスターファイル
へのパスは、[データ値グローバルキャッシュパス] 設定で定義したパスに優先します。つ
まり、[データ値グローバルキャッシュパス] 設定と [データ値ユーザキャッシュパス] 設定
で同一のパスが表示される場合は、このパスのマスターファイルから取得されたデータ
は、グローバルキャッシュではなくユーザセッションキャッシュに移動されます。

データ値グローバルユーザキャッシュパス 
データソース値が、データ値グローバルキャッシュで制限なくすべてのユーザに使用可能
なリソースへの IBFS パスを定義します。

この設定で定義するパスには、DBA または行レベルセキュリティの制限が適用されないデ
ータを含むリソースのみを指定します。これらの制限が適用されるキャッシュリソース
の呼び出しについては、Web Query では [データ値ユーザキャッシュパス] 設定で定義され
たパスが使用されます。
この設定で IBFS パスが定義されていない場合、データソース値はデータ値グローバルキ
ャッシュに含まれません。これがデフォルト値です。
この設定で 1 つまたは複数の IBFS パスが定義されている場合、これらのパスで定義され
たリソースから取得されたデータ値が、データ値グローバルキャッシュに含まれます。
この設定で定義するパスには、IBFS パスフォーマットを使用します。このフォーマットに
は、少なくとも IBFS サブシステムコンポーネント (/EDA) と ノード名をこの順序で含める
必要があります。比較的短い、上位のパスを使用した場合、幅広いフォルダおよびフォル
ダ内のマスターファイルが定義されます。下位レベルに及ぶ比較的長いパスを使用した
場合、より狭い範囲のアプリケーションフォルダおよびマスターファイルが定義されま
す。パスは、個別のアプリケーションフォルダレベルまたは単一のマスターファイルレベ
ルまで指定することができます。
この設定で複数のフォルダまたはマスターファイルを指定するには、幅広いフォルダを含
む比較的短い、上位レベルのパスを使用することも、フォルダおよびマスターファイルの
非常に特定されたグループを指定する一連のより長く、詳細なパスを指定することもでき
ます。この設定に複数のパスを含める必要がある場合は、ブランクを使用せずセミコロン
(;) で区切ります (例、/EDA/EDASERVE/retail_samples;/EDA/EDASERVE/ibisamp)。

1. Db2 Web Query 管理コンソール
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この設定の IBFS パスには、次の構造を使用します。パスの先頭の 2 つのコンポーネント
のみが必須です。残りのパスコンポーネントは、絞り込むパスの範囲に応じていくつでも
追加することができます。
/EDA/Node/ApplicationFolder/SubFolder1 ... SubFolderN/Resource 

説明
EDA

EDA IBFS サブシステムです。このコンポーネントはすべてのパスで必須です。この
コンポーネントには、先頭にスラッシュ (/) が必要です。

Node

ノードの名前です。このコンポーネントはすべてのパスで必須です。
ApplicationFolder

データをデータ値キャッシュに追加するリソースが格納されたアプリケーションフォ
ルダの名前です。

SubFolder1 ... SubFolderN

アプリケーションフォルダ下のパスのフォルダ名です。パスのエンドポイントに接続
します。必要な数のフォルダを追加します。

Resource

パスのエンドポイントです。これが、1 つまたは複数のマスターファイルを格納する
フォルダ名の場合、このフォルダのすべてのマスターファイルのデータがキャッシュ
に含まれます。ここで指定するマスターファイルの名前に拡張子.mas が付かない場
合、この特定のマスターファイルのデータのみがキャッシュに含まれます。

データ値除外キャッシュパス 
[データ値グローバルキャッシュパス] 設定または [データ値ユーザキャッシュパス] 設定
で定義されたパスのうち、データ値をこれらのキャッシュから除外する必要のあるフォル
ダまたはマスターファイルへの IBFS パスを指定します。

この設定で IBFS パスが定義されていない場合、[データ値グローバルキャッシュパス] 設
定または [データ値ユーザキャッシュパス] 設定のパスで定義された各リソースまたはフ
ォルダからデータ値が除外されません。これがデフォルト値です。
この設定で 1 つまたは複数の IBFS パスが定義されている場合、これらのパスで定義され
た各リソースまたはフォルダのデータ値が、グローバルデータ値キャッシュおよび各ユー
ザのセッションキャッシュから除外されます。この場合、データ値は、格納するフォルダ
またはディレクトリがキャッシュの対象であっても除外されます。

Db2 Web Query の構成
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この設定で定義するパスには、IBFS パスフォーマットを使用します。このフォーマットに
は、少なくとも IBFS サブシステムコンポーネント (/EDA) とサーバノード名をこの順序で
含める必要があります。比較的短い、上位のパスを使用した場合、幅広いフォルダおよび
フォルダ内のマスターファイルが定義されます。下位レベルに及ぶ比較的長いパスを使
用した場合、より狭い範囲のアプリケーションフォルダおよびマスターファイルが定義さ
れます。パスは、個別のアプリケーションフォルダレベルまたは単一のマスターファイル
レベルまで指定することができます。通常、この設定では、他のデータキャッシュ設定で
定義されたパスから除外する個別のフォルダまたはマスターファイルを特定するため、比
較的長い、より詳細なパスが必要です。
この設定に複数のパスを含める必要がある場合は、ブランクを使用せずセミコロン (;) で
区切ります (例、/EDA/EDASERVE/retail_samples;/EDA/EDASERVE/ibisamp)。

この設定の IBFS パスには、次の構造を使用します。パスの先頭の 2 つのコンポーネント
のみが必須です。残りのコンポーネントを使用して、パスを絞り込むことができます。
/EDA/Node/ApplicationFolder/SubFolder1 ... SubFolderN/ResourceFolder/
Resource 

説明
EDA

EDA IBFS サブシステムです。このコンポーネントはすべてのパスで必須です。この
コンポーネントには、先頭にスラッシュ (/) が必要です。

Node

ノードの名前です。このコンポーネントはすべてのパスで必須です。
ApplicationFolder

データをデータ値キャッシュから除外するリソースを格納するアプリケーションフォ
ルダの名前です。

SubFolder1 ... SubFolderN

アプリケーションフォルダ下のフォルダの名前です。パスのエンドポイントに接続し
ます。必要な数のフォルダを追加します。

Resource

パスのエンドポイントです。これが、1 つまたは複数のマスターファイルを格納する
フォルダ名の場合、このフォルダのすべてのマスターファイルのデータがキャッシュ
から除外されます。ここで指定するマスターファイルの名前に拡張子.mas が付かな
い場合、この特定のマスターファイルのデータのみがキャッシュから除外されます。

1. Db2 Web Query 管理コンソール
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レポート出力キャッシュ
レポート出力をキャッシュするかどうかを指定します。次の値が使用できます。

オフ   レポート出力はキャッシュされません。これがデフォルト値です。

オン   レポート出力がキャッシュされます。また、レガシーホームページの [プロパテ
ィ] ダイアログボックスに [レポート出力キャッシュのルール名] テキストボックスが
表示されます。
HIDDEN   レポート出力がキャッシュされます。ただし、レガシーホームページの [プ
ロパティ] ダイアログボックスに [レポート出力キャッシュのルール名] テキストボッ
クスは表示されません。

レポート出力は、レポートまたはグラフのプロシジャに対して から取得される情報で、デ
ータ値、列タイトル、フォーマット設定が含まれます。
注意：[レポート出力キャッシュのルール名] テキストボックスには、レポート出力のキャ
ッシュ方法を制御するルールを指定する文字列が表示されます。これらのルールは、キャ
ッシュがすべてのユーザに適用されるか、データをリクエストしたユーザにのみ適用され
るか、ユーザが割り当てられたグループのメンバーで共有されるかどうかを決定します。

参照    BI Portal の設定
[BI Portal] 設定では、ポータルの表示および動作を構成します。

ログインメッセージ
ユーザがログインした際に [メッセージ] ダイアログボックスに表示されるカスタムメッ
セージを指定します。このテキストボックスには、テキストのみを入力することも、テキ
スト、リンク、イメージの HTML タグを入力することもできます。このテキストボックス
をブランクにすると、[メッセージ] ダイアログボックスは表示されません。

ログインメッセージに使用可能な HTML タグには、次のものがあります。

<l>、<br>、<b>、<u>、<a href>、</a>、<img>

ログインページのリンク
Db2 Web Query のログインページにリンクを表示するか非表示にするかを設定します。

このチェックをオン (True) にすると、Db2 Web Query ログインページに追加のテキストお
よび情報またはサポートサイトへのリンクが表示されます。この設定がデフォルト値で
す。
このチェックをオフ (False) にすると、Db2 Web Query ログインページに追加のリンクの
サポートテキストは表示されず、画面のタイトル、ユーザ名、パスワード、[ログイン] ボ
タンのみが表示されます。

Db2 Web Query の構成
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セッションタイムアウト
ユーザがアイドル状態を保持できる期間のセッションタイムアウト値を制御します。こ
の制限時間を超えると、セッションタイムアウトになります。この設定値は分単位で定義
します (例、IBI_Session_Timeout=120)。

参照    Client 設定
[Client 設定] では、さまざまな Client オプションを構成します。 

最大レスポンスウィンドウサイズ
Internet Explorer の使用時に、元のウィンドウに表示するレスポンスの最大許容サイズを
バイト数で定義します。 

この設定で指定したサイズを超えるレスポンスは新しいウィンドウに表示されます。こ
れにより、エラーを発生させずにウィンドウが開きます。この設定がブランクの場合、最
大制限は適用されません。デフォルト値は 400,000 バイトです。

Excel Server URL
Web Query が出力を Excel 2007 ファイル (.xlsx) フォーマットで表示するために使用する
リソースの場所を指定します。

[Excel Server URL] ドロップダウンリストには、次の 2 つのオプションが表示されます。

Reporting Server JSCOM Application Server (デフォルト設定)   出力を Reporting

Server の JSCOM3 リスナに転送し、このリスナが出力を Excel ファイルフォーマット
で表示します。この設定で使用される URL は、JSCOM3 リスナの URL です。SSL のサ
ポートやデフォルト内部セキュリティ以外の認証タイプのサポートを必要とする場合
は、このオプションを使用します。Web Query は JSCOM で構成され、デフォルトオプ
ションは上書きされます。

デフォルト   出力をミッドティアの IBIExcel Servlet に転送し、この Servlet が出力を
Excel ファイルフォーマットで表示します。この設定で使用される URL は、Web Query

ミッドティアのデフォルト URL です。SSL のサポートやデフォルト内部セキュリティ
以外の認証タイプのサポートが必要ない場合は、このオプションを使用します。これ
が、デフォルト設定のオプションです。

グラフサーバ URL
Web Query が出力をグラフイメージフォーマットで表示するために使用するリソースの
場所を指定します。 
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[グラフサーバ URL] ドロップダウンリストには、次の 2 つのオプションが表示されます。

デフォルト   出力をミッドティアの IBIGraph Servlet に転送し、この Servlet が出力を
グラフイメージファイルフォーマットで表示します。この設定で使用される URL は、
Web Query ミッドティアのデフォルト URL です。SSL のサポートやデフォルト内部セ
キュリティ以外の認証タイプのサポートが必要ない場合は、このオプションを使用し
ます。これが、デフォルト設定のオプションです。
このオプションは、z/OS で必須です。その他のすべての環境では、構成オプションと
して JSCOM3 をお勧めします。

Reporting Server JSCOM   出力を Reporting Server の JSCOM3 リスナに転送し、この
リスナが出力をグラフイメージファイルフォーマットで表示します。この設定で使用
される URL は、JSCOM3 リスナの URL です。SSL のサポートやデフォルト内部セキュ
リティ以外の認証タイプのサポートを必要とする場合は、このオプションを使用しま
す。

TransIn/TransOut
transin/transout 処理 (Reporting Server にリクエストを送信する処理、Reporting Server か
ら出力を返す処理) を行う完全修飾 Java クラスです。このクラスは、Client の Servlet 実
装用のプラグインで使用されます。このクラスは、WFTransInOutInterface Java クラスを実
装する必要があります。たとえば、このクラスを使用することにより、 Reporting Server

と Servlet 間で送受信されたデータを、双方向 (左から右の文字列、右から左の文字列) で
解析できるようになります。 

プラグインクラス
Db2 Web Query Servlet が呼び出すプラグインクラスの修飾名を指定します。デフォルト
の状態では、この変数は ibi.webfoc.WFEXTDefault に設定されています。これは、Db2 Web

Query が提供するデフォルトのプラグインであり、役立つ関数が格納されています。 

参照    機能診断/トレース設定
機能診断/トレース設定は、現在の Web Query 環境のシステムトレースおよびシステムログ収
集について、特定の機能を定義します。 

テストページ
HTTP リクエストのテストおよび RESTful Web サービスのテストに使用するページを有効
にします。デフォルト設定で、このチェックはオンになっています。実稼動環境では、こ
のページを無効にすることができます。

HTTP リクエストのテストページの URL は次のとおりです。
http://host:port/context_root/WFServlet?IBFS1_action=TEST

Db2 Web Query の構成
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および
http://host:port/context_root/WFServlet?IBFS1_action=TEST1

自動セッショントレースレベル 
Web Query セッションのデフォルトトレースレベルを設定します。この設定に割り当て
たセッショントレースレベルは、セッションビューアメインページの [トレースレベル] 列
のデフォルト値として表示されます。トレースファイルに収集されるイベントのレベル
は、トレースレベルで識別されます。トレースレベルの範囲は、概要レベルのトレースの
みを収集する [基本] から、すべてのイベントのトレースを収集する [サーバ] までがありま
す。管理者は、このデフォルト値をセッションごとに変更することができます。デフォル
ト値は [オフ] に設定されています。この設定では、トレースは収集されません。 

プロシジャトレースのデフォルトオプション
プロシジャファイルのコマンド実行から取得される ECHO トレースおよび SQL トレース
のデフォルトレベルを設定します。プロシジャファイルでは、&ECHO 変数により、コマ
ンドが実行されるたびにコマンドラインが表示されるため、プロシジャのテストやデバッ
グに役立ちます。すべての SQL リクエストおよびレスポンスイベントから取得されるト
レースのレベルです。デフォルト値は [ECHO ON、SQL ON] に設定されています。この設
定では、プロシジャファイルの ECHO トレースと SQL トレースの両方が有効になります。
管理者は、リストから別の組み合わせを選択してデフォルト値を変更することができま
す。

JavaScript エラーレポートを有効にする 
event.log ファイルおよびセッションビューアの JavaScript エラーメッセージの表示を有
効にします。この設定の値は次のとおりです。 

オン   JavaScript エラーを記録するエントリを event.log ファイルに追加し、これらを
セッションビューアおよびセッションモニタに収集します。この設定がデフォルト値
です。

オフ   このログ収集機能を無効にします。ただし、セッションビューアを使用する場合
は、JavaScript エラーは、セッションビューアのトレースにも、event.log ファイルの
エントリとしても追加されます。

なし   この機能を完全に無効にします。

ベストプラクティスとして、JavaScript エラーを event.log ファイルおよびセッションビュ
ーアのトレースに追加することをお勧めします。
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完了時にすべての URL ログを取得 
すべてのセッションに適用される URL リクエストメッセージログのデフォルトレベルを
設定します。URL リクエストログのすべてのエントリは、リクエストログファイルに書き
込まれます。このファイルは、管理コンソールの [機能診断] タブの [ログファイル] ページ
に表示されます。管理者は、[ログファイル] ページのリクエストエントリで別のログレベ
ルを選択することで、特定のセッションに対してこのデフォルト値を上書きすることもで
きます。この設定の値は次のとおりです。

オフ   URL リクエストイベントのログを収集しません。この設定がデフォルト値で
す。

オン   すべての URL リクエストイベントのログを収集します。HTTP POST メッセージ
のログエントリにはデータは含まれません。

完全   すべての URL リクエストイベントのログを収集します。HTTP POST メッセージ
のログエントリには、POST リクエストで送信されたデータが含まれます。

Web サービス SOAP 詳細 
SOAP XML レスポンスに詳細なエラーメッセージを表示します。デフォルト設定で、この
チェックはオンになっています。このチェックをオフにすると、管理者用の詳細情報がエ
ンドユーザに表示されなくなります。

参照    ESRI 設定
[ESRI] 設定では、ESRI ベースのマップをサポートするローカルアプリケーションへの接続を
定義します。
ESRI On Premise

Web Query で ESRI ベースのマップを作成するために使用する内部 ArcGIS JavaScript API

ソースのパスを指定します。デフォルト設定では、この値はブランクです。この設定で
は、内部ソースの使用は有効になっていません。ESRI マップを作成するための内部
ArcGIS JavaScript API の使用を有効にするには、その API のパスをこの設定に入力します。
通常は、「/web_resource/arcgis_api」と入力します。

この設定では、デフォルト API として JavaScript ArcGIS API バージョン 3.15 を参照する
必要があります。この API には、「https://js.arcgis.com/3.15/」からアクセスすることが
できます。ArcGIS JavaScript API zip ファイルは、「https://developers.arcgis.com/

downloads/」からダウンロードすることができます。

ESRI ArcGIS JavaScript API についての詳細は、「https://developers.arcgis.com」を参照し
てください。
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InfoAssist+ 用に ESRI On Premise を構成する方法についての詳細は、『InfoAssist+ 利用ガ
イド』の「ESRI On Premise 環境の構成」を参照してください。

参照    その他の設定
[その他] 設定では、さまざまな構成設定を指定します。

OLAP を有効にする
OLAP 設定および機能を有効にします。このチェックをオンにすると、OLAP 機能が次の場
所に表示されます。 

InfoAssist   [オートドリルダウン] および [OLAP 分析] メニューに表示される OLAP 関
連機能のすべて ([OLAP オプション] パネル、[OLAP] パネル、リボンの [OLAP] ボタン、
OLAP レポートを含む)。

デフォルト設定で、このチェックはオフになっています。

参照    パラメータプロンプトの設定
[パラメータのプロンプト] 設定は、Web Query でのパラメータプロンプトの動作を指定しま
す。
Managed Reporting

Web Query の Managed Reporting 内のリクエストを対象に、パラメータのプロンプトを有
効にするかどうかを指定します。利用可能な値には、次のものがあります。

オフ   サイトレベルでのパラメータのプロンプトをオフにします。

デフォルト値で実行 (XMLRUN)   -DEFAULT コマンドが設定されていない場合、オート
プロンプト画面を表示します。変数の初期値がすべて設定されていれば、その値でプ
ロシジャを実行します。これがデフォルト値です。

常にプロンプトを表示 (XMLPROMPT)   -DEFAULT コマンドが設定されている場合で
も、オートプロンプト画面を表示します。すべての変数が -DEFAULT で指定されている
場合も、オートプロンプト画面を表示します。-DEFAULT コマンドで指定された変数は、
オートプロンプト画面を表示しません。
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パラメータのプロンプトオフ時の動作
[Managed Reporting] (IBIMR_PROMPTING) が [常にプロンプトを表示] (XMLPROMPT) また
は [デフォルト値で実行] (XMLRUN) に設定されている場合、およびプロシジャの [プロパ
ティ] ダイアログボックスで [パラメータのプロンプト] のチェックがオフの場合に、
Managed Reporting 内のプロシジャ (FEX) のパラメータプロンプトを有効または無効にし
ます。利用可能な値には、次のものがあります。

オフ   パラメータのプロンプトを無効にします。
デフォルト値で実行 (XMLRUN)   -DEFAULT コマンドが設定されていない場合、オート
プロンプト画面を表示します。変数の初期値がすべて設定されていれば、その値でプ
ロシジャを実行します。これがデフォルト値です。
常にプロンプトを表示 (XMLPROMPT)   -DEFAULT コマンドが設定されている場合で
も、オートプロンプト画面を表示します。すべての変数が -DEFAULT で指定されている
場合も、オートプロンプト画面を表示します。-DEFAULT コマンドで指定された変数は、
オートプロンプト画面を表示しません。

セルフサービス
オートプロンプトを有効または無効にします。利用可能な値には、次のものがあります。

オフ   オートプロンプトを無効にします。これがデフォルト値です。
デフォルト値で実行 (XMLRUN)   -DEFAULT コマンドが設定されていない場合、オート
プロンプト画面を表示します。変数の初期値がすべて設定されていれば、その値でプ
ロシジャを実行します。
常にプロンプトを表示 (XMLPROMPT)   -DEFAULT コマンドが設定されている場合で
も、オートプロンプト画面を表示します。すべての変数が -DEFAULT で指定されている
場合も、オートプロンプト画面を表示します。-DEFAULT コマンドで指定された変数は、
オートプロンプト画面を表示しません。
XML の表示 (構文エラー確認付きデバッグ) (XML)   変数が記述された XML ドキュメ
ントをブラウザに表示します。この設定は内部的に使用され、デバッグおよび構文エ
ラー確認用としてのみ使用することをお勧めします。
XML の表示 (デバッグ) (XMLCHECK)   変数が記述された XML ドキュメントをブラウ
ザに表示します。この設定は内部的に使用され、デバッグ用としてのみ使用すること
をお勧めします。

注意：Managed Reporting では、IBIMR_prompting という別の変数設定が使用されます。
静的リストコントロールですべての値を事前選択
実行時のレスポンシブオートプロンプトの複数選択静的リストパラメータで、すべての値
の自動選択をデフォルト設定で有効にします。
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このチェックがオン (TRUE) の場合、複数選択静的リストを含むレスポンシブオートプロ
ンプトの選択リストパラメータには、デフォルト設定で、初期選択値として FOC_ALL が
自動的に割り当てられます。これにより、これらのリストには、実行時の選択値としてす
べての値が自動的に表示されます。ただし、複数選択静的リストに表示するデフォルト値
が指定されている場合は、初期選択値としての FOC_ALL の自動割り当てがこの値で上書
きされ、デフォルト値が初期選択値として表示されます。
このチェックがオフ (FALSE) の場合、複数選択静的リストを含むパラメータには、デフォ
ルト設定で、初期選択値として FOC_ALL が自動的に割り当てられません。この場合、リ
スト内のすべての項目は、実行時に自動的に選択されません。複数選択静的リストに指定
されたデフォルト値が含まれる場合、この値がデフォルト設定で表示されます。静的選択
リストのすべての値をクエリに含めるには、ユーザは手動で [すべての値] オプションを選
択するか、リスト内のすべての値を個別に選択する必要があります。
デフォルト設定では、このチェックはオフ (FALSE) になっています。

デフォルトオートプロンプトテンプレート
オートプロンプトインターフェースのレイアウトを定義するテンプレートを指定します。

Responsive   レスポンシブ実装および autoprompt_jqm.jsp テンプレートを使用しま
す。これがデフォルト値です。
HTML_TOP   HTML ベースの実装および autoprompt_top.html テンプレートを使用しま
す。このテンプレートでは、パラメータがページ上部に横方向に表示されます。
HTML_TOP_CHECKED   HTML ベースの実装および autoprompt_top_checked.html テン
プレートを使用します。このテンプレートでは、[新規ウィンドウで実行] チェックボッ
クスが選択され、デフォルト設定ですべてのレポートが新規ウィンドウで開きます。

選択なしの動作
動的複数選択リストで [選択なし] の値が選択された場合に、クライアントが変数に割り当
てる値 (_FOC_NULL または FOC_NONE) を指定します。デフォルト値は _FOC_NULL です。

自動記述
レポートおよびグラフのパラメータの自動インデックス機能を有効にします。このチェ
ックをオン (TRUE) にすると、ユーザがレポートまたはグラフを保存した際に、そのレポ
ートまたはグラフの作成時に指定したパラメータに自動的にインデックスが付けられま
す。これにより、これらのパラメータに関する情報が即座に検索可能になり、より速やか
に広範囲の検索結果が得られます。

このチェックは、デフォルトでオン (TRUE) に設定されています。
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参照    Db2 Web Query スプレッドシートクライアント設定
[スプレッドシートクライアント] 設定では、スプレッドシートクライアントの認証方法を指定
します。

セキュリティ
Db2 Web Query スプレッドシートクライアントで使用するログインのタイプを指定しま
す。選択可能な値は、[Reporting Server] および [Managed Reporting] です。デフォルト値
は [Managed Reporting] (MR) で、この値を変更することはできません。 

フォームのみ
セキュリティ設定で [Managed Reporting] 認証が選択された場合に適用されます。次の値
が使用可能です。

はい   ユーザは、各自のレポートの作成に InfoAssist+ は使用できず、定義済みの adhoc

フォームのみを使用できます。

いいえ   ユーザは、定義済みの adhoc フォームまたは InfoAssist+ を使用して、各自の
レポートを作成することができます。デフォルト値は [いいえ] (チェックオフ) です。

参照    セキュリティ
[セキュリティ] 設定は Web Query 環境での認証方法を管理します。

パスワードの変更を有効にする
ユーザによる Web Query ユーザ ID のパスワードの変更を許可します。このオプション
は、デフォルト設定で選択されています。

ログアウト URL
Db2 Web Query からのログアウト時にユーザに提示する移動先 URL を定義します。デフ
ォルト値は「/」です。この設定では、Db2 Web Query ログインページに戻ります。

Kerberos 構成の場合、この URL をデフォルト値の「/」ではなく、logon/logoff.jsp に設定
するか、別の URL に設定します。

Web Query での Web Query Client 設定の変更
Client の各種設定は、管理コンソールの [構成] メニューでカテゴリ別に分類されています。各
設定の横に表示される「初期値」という用語は、その値がインストール時のデフォルト値であ
り、URL リクエストで明示的に変数を設定することで、その値を上書きできることを示してい
ます。
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カスタム設定の理解
[カスタム設定] ページでは、標準設定の代わりにカスタム値を入力することで、現在の Web

Query 環境をカスタマイズすることができます。

[カスタム設定] テキストボックスに入力した設定変更を保存すると、その変更は /qibm/

UserData/qwebqry/base80/client/wfc/etc ディレクトリ内の site.wfs ファイルに書き込まれ
ます。このページを使用して設定に新しい値を割り当てると、その設定に割り当てられている
デフォルト値が新しい値で上書きされます。新しいバージョンにアップグレードした場合で
も、値の上書きは継承されます。
カスタム設定を保存した後でも、入力したテキストがこのページに保持されます。コメントを
使用して、特定の更新内容を識別したり、更新内容に関する情報を追加したりできます。

手順    カスタム設定を構成するには
[カスタム設定] ページで設定を構成できるのは管理者のみです。
1. 管理コンソールの [構成] タブで、[カスタム設定] をクリックします。
2. [カスタム設定] テキストボックス上部の最終コメントステートメントまたは最後に入力
したカスタム設定エントリの下に、カスタム設定を構成する変数、設定、コマンド、コメ
ントを入力します。
このコマンドを実行するアプリケーションまたはオペレーティングシステムで要求され
るフォーマットを使用します。
カスタム設定に加えた変更の履歴追跡を容易にするには、変更内容ごとにコメントを使用
して各変更を区別します。

3. 暗号化されたフォーマットでカスタム設定を保存するには、[暗号] のチェックをオンにし
ます。
注意：このチェックをオンにした場合でも、[カスタム設定] テキストボックスに入力した
設定は、暗号化されていないフォーマットで保持されます。

4. 構成の完了後、[保存] をクリックします。
5. 確認メッセージのダイアログボックスで [OK] をクリックします。
6. [カスタム設定] ページがクリアされた後、[カスタム設定] テキストボックスで更新したコ
メント、設定、コマンドを確認するには、[カスタム設定] をクリックします。

言語の切り替えのカスタマイズ
ログインページで選択可能にする言語をカスタマイズするには、[言語の切り替え] 設定を有効
にします。
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手順    言語の切り替えをカスタマイズするには
1. 管理コンソールの [構成] タブで、[言語の切り替え] をクリックします。

[言語の切り替え] ページが開き、[NLS 設定] ページで選択したコードページに対して使用
可能な言語のリストが表示されます。デフォルト設定では、[言語の切り替え] のチェック
はオフで、すべての言語のチェックボックスが無効になっています。

2. 下図のように、[言語の切り替えを有効にする] のチェックをオンにして、パネル内のすべ
ての言語のチェックボックスを有効にします。

[言語の切り替えを有効にする] のチェックをオンにし、1 つ以上の言語を選択すると、す
べてのログインページで [言語] メニューが有効になります。

3. ログインページおよび [言語] メニューに表示する言語のチェックをオンにします。
4. ログインページの [言語] メニューにすべての言語を表示するには、[ロケール] 見出しのチ
ェックをオンにします。

5. [保存] をクリックします。
6. 「保存しました」というメッセージで [OK] をクリックします。
注意：ログインページの [言語] メニューから言語を除外する場合は、除外する言語のチェッ
クをオフにします。

出力先変更設定の理解
DB2 Web Query Client の出力先変更設定は、管理コンソールの [出力先変更設定] ページで表示
または編集することができます。ただし、出力先変更設定を変更する前に、技術サポートに設
定変更について確認してください。 
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出力先変更設定を有効にすると、リクエストの実行時にレポート出力を一時ディレクトリに保
存することができます。次にブラウザが HTTP コールを発行して、一時的に格納された出力を
取得して表示します。
出力先変更設定をオフにすると、出力レポートは、リクエスト実行後に即座にブラウザに表示
されます。
出力先変更設定を変更するには、管理コンソールの [構成] タブで、[出力先変更設定] をクリッ
クします。下図のように、[出力先変更設定] パネルが開きます。

手順    出力先変更設定を変更するには
1. 管理コンソールの [構成] タブで、[出力先変更設定] をクリックします。
2. 出力を一時ディレクトリに保存する拡張子の [リダイレクト] 列で [はい] を選択します。
3. ブラウザでレポート出力を開くか、保存するかの選択をユーザに要求する場合は、[保存
レポート] 列で [はい] を選択します。[保存レポート] が [はい] に設定され、リクエストで
AS 名が指定されている場合は、レポート出力に AS 名が保持されます。
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たとえば、リクエストで ON TABLE PCHOLD AS MYREPORT FORMAT PDF を指定し、.pdf

拡張子の [保存レポート] を [はい] に設定すると、ユーザは出力を「MYREPORT.pdf」とし
て開いたり保存したりすることができます。指定された AS 名は、ブラウザには大文字で
返されます。[保存レポート] が [はい] に設定され、リクエストで AS 名が指定されていな
い場合は、ランダムなファイル名が生成されます。

重要：PNG、SVG、GIF、JPEG、または JPG フォーマットでプロシジャに指定された GRAPH

リクエストの [保存レポート] 機能を活用するには、次のことを実行する必要があります。

htm 拡張子の [保存レポート] を [はい] に設定します。

サーバサイド GRAPH リクエストを実行すると、実際のグラフ出力へのリンクを含む
HTM ファイルが作成されます。このグラフ出力は、一時イメージファイルとし
て .jpeg、.jpg、.gif、.svg、.png のいずれかの拡張子で保存されているファイルです。

GRAPH リクエスト実行時に、出力を開くか保存するかの選択が要求された場合、[保
存] を選択すると、この出力は、グラフイメージの参照のみが含まれた HTM ファイル
として保存されます。これは、 Client 構成の一時ファイルの期限切れ設定によって、
最終的には期限切れとなり、サーバから削除されます。

GRAPH リクエストの出力を保存するには、保存された HTM ファイルを開き、グラフ
イメージを右クリックして [名前を付けて画像を保存] を選択し、ディスクに永久保存
します。これを実行すると、HTM 出力ファイルでは、保存されたイメージファイルを
完全参照するよう変更することができます。

4. 出力先変更設定を暗号化する場合は、ウィンドウ最下部の [暗号] のチェックをオンにしま
す。

5. [保存] をクリックして、[出力先変更設定] パネルで加えた変更を保存します。

InfoAssist のプロパティ
InfoAssist の機能の表示および使用は、管理コンソールの [InfoAssist のプロパティ] ページの
設定に基づいて決定されます。InfoAssist は、コンテンツを作成または更新する際に使用する
ツールです。
[InfoAssist のプロパティ] ページを開くには、管理コンソールで [構成] タブをクリックし、下
方向へスクロールして [InfoAssist のプロパティ] をクリックします。このページで、InfoAssist

の各オプションを有効または無効にすることができます。
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参照    InfoAssist ホームタブプロパティの理解
InfoAssist の [ホーム] タブでよく使用するプロパティおよびオプションを有効にするかどう
かを制御します。次のプロパティがあります。
ライブプレビューモードを使用する
デフォルト設定で InfoAssist をライブプレビューモードで起動するか、クエリデザインモ
ードで起動するかを指定します。[はい] を選択した場合、デフォルト設定で InfoAssist が
ライブプレビューモードで起動します。[はい] を選択しない場合、InfoAssist はクエリデ
ザインモードで起動します。このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオ
ンにすると、ユーザは、管理者が指定したデフォルト設定を変更することができます。

最大レコード数
[ホーム] タブの [最大レコード数] メニューを有効にします。[表示] を選択しない場合、[最
大レコード数] メニューは、InfoAssist インターフェースから削除されます。

テーマ
InfoAssist のレポートおよびグラフにさまざまな色のスタイルを設定するスタイルシート
テーマを提供します。ユーザは、標準の InfoAssist テーマを選択することも、社内で作成
されたカスタムカスケードスタイルシートテーマを選択することもできます。

ページ見出し
[ホーム] タブの [ページ見出し] メニューを有効にします。このメニューを使用して、レポ
ート出力の各ページに見出しまたは脚注を追加することができます。

レポート見出し
[ホーム] タブの [レポート見出し] メニューを有効にします。このメニューを使用して、レ
ポート出力の先頭ページに見出しまたは脚注を追加することができます。

参照    InfoAssist フォーマットタブプロパティの理解
レポートまたはグラフの場合、InfoAssist の [ホーム] タブの [フォーマット] グループに出力フ
ァイルフォーマットオプションのリストが表示されます (例、HTML、PDF、Excel)。これらの
オプション以外に、レポートまたはグラフの作成時に使用可能なレイアウト機能および表示機
能を [フォーマット] タブに表示するオプションもあります。このセクションの各種設定を使
用して、これらの両方のタイプのオプションを表示するかどうかを制御することができます。
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注意：このセクションの設定は、ビジュアライゼーションの [フォーマット] タブの機能には
影響しません。
Analytic PDF

InfoAssist での Analytic PDF フォーマットの使用を有効にします。Analytic PDF は、PDF レ
ポートに Analytic Document のポータビリティとインタラクティブ機能が追加されたフォ
ーマットです。出力結果はオフライン分析のために設計され、フィルタ、ソート、グラフ
など自己完結型レポートの分析処理をサポートするために必要なデータおよび JavaScript

ツールがすべて含まれています。
このチェックをオンにした場合、[出力ファイルフォーマット] ドロップダウンリストのオ
プションとしてこのフォーマットが使用可能になります。[出力ファイルフォーマット] ド
ロップダウンリストは、InfoAssist ホームページのリボンの [フォーマット] グループから
開きます。また、[InfoAssist のプロパティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフ
ォルト] セクションの、[レポート出力フォーマット]、[グラフ出力フォーマット]、[ドキュ
メント出力フォーマット] の各ドロップダウンリストからデフォルト出力フォーマットと
して選択することもできます。
デフォルト設定では、このチェックはオフになっています。

Analytic Document
InfoAssist での Analytic Document フォーマットの使用を有効にします。Analytic

Document は、HTML レポートに Analytic Document のポータビリティとインタラクティブ
機能が追加されたフォーマットです。出力結果はオフライン分析のために設計され、フィ
ルタ、ソート、グラフなど自己完結型レポートの分析処理をサポートするために必要なデ
ータおよび JavaScript ツールがすべて含まれています。

このチェックをオンにした場合、[出力ファイルフォーマット] ドロップダウンリストのオ
プションとしてこのフォーマットが使用可能になります。[出力ファイルフォーマット] ド
ロップダウンリストは、InfoAssist ホームページのリボンの [フォーマット] グループから
開きます。また、[InfoAssist のプロパティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフ
ォルト] セクションの、[レポート出力フォーマット]、[グラフ出力フォーマット]、[ドキュ
メント出力フォーマット] の各ドロップダウンリストからデフォルト出力フォーマットと
して選択することもできます。
デフォルト設定で、このチェックはオンになっています。

その他の HTML (グラフ)
PNG、JPEG、GIF、SVG 出力フォーマットの使用を有効にします。デフォルト値は [PNG]

です。[PNG] は、グラフ出力のフォーマットとして選択する値ではありません。
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その他の PDF (グラフ)
PDF/SVG および PDF/GIF 出力フォーマットの使用を有効にします。デフォルト値は
[PDF/SVG] です。

Excel (EXL2K)
Excel 2000 出力フォーマットの使用を有効にします。Excel では、ほとんどのスタイルシ
ートの属性がサポートされるため、完全なレポートのフォーマット設定が可能です。レポ
ートを表示するコンピュータには、Microsoft Excel 2000 がインストールされている必要
があります。
このチェックをオンにすると、この出力フォーマットオプションが、[ツールオプションダ
イアログのデフォルト] セクションの [出力フォーマット] ドロップダウンリストから選択
可能になります。
デフォルト設定で、このチェックはオンになっています。

Excel Formula (EXL2K FORMULA)
[Excel (EXL2K)] オプションが選択されている場合に、[Excel Formula (EXL2K FORMULA)] の
使用を有効にします。

デフォルト設定で、このチェックはオンになっています。
Excel (XLSX)

Excel 2007 出力フォーマットの使用を有効にします。レポートを表示するコンピュータ
には、Microsoft Excel 2007 がインストールされている必要があります。

このチェックをオンにすると、この出力フォーマットオプションが、[InfoAssist のプロパ
ティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフォルト] セクションの各出力フォーマ
ットドロップダウンリストから選択可能になります。
デフォルト設定で、このチェックはオンになっています。

Excel Formula (XLSX FORMULA)
[Excel (XLSX)] オプションが選択されている場合に、[Excel Formula (XLSX FORMULA)] の使
用を有効にします。

デフォルト設定で、このチェックはオンになっています。
Excel Pivot (EXL2K PIVOT)

Excel 2000 PivotTable 出力フォーマットの使用を有効にします。PivotTable は、複雑なデ
ータを分析するための Excel ツールです。

デフォルト設定で、このチェックはオフになっています。
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Excel CSV
カンマ区切り値 (CSV) ファイルフォーマットの使用を有効にします。

このチェックをオンにすると、InfoAssist で [Excel CSV] フォーマットオプションの使用が
可能になり、[ホーム] タブの [フォーマット] グループオプションリストの [Excel] フォー
マットオプション下に表示されます。このチェックをオフにすると、このオプションは使
用できなくなり、[フォーマット] グループオプションリストに表示されません。

デフォルト設定で、このチェックはオンになっています。
HTML

HTML ページレポートフォーマットの使用を有効にします。

このチェックをオンにすると、この出力フォーマットオプションが、[InfoAssist のプロパ
ティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフォルト] セクションの各出力フォーマ
ットドロップダウンリストから選択可能になります。

InfoMini の即時実行
InfoMini の即時実行オプションの使用を有効にします。デフォルト設定で、このチェック
はオンになっています。

その他のグラフタイプ
ブロック地図、メータグラフ、パレートなど、より複雑なグラフの作成を可能にします。

Web ビューア
レポート出力を一度に 1 ページずつ表示することを可能にします。ユーザは、出力画面の
下部に表示されるナビゲーションメニューを使用して各ページに移動することができま
す。このオプションは、HTML または Active Report 出力フォーマットが選択されている場
合にのみ有効になります。

PDF
PDF フォーマットの使用を有効にします。

このチェックをオンにすると、この出力フォーマットオプションが、[InfoAssist のプロパ
ティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフォルト] セクションの各出力フォーマ
ットドロップダウンリストから選択可能になります。

PowerPoint (PPT)
PowerPoint 2000 出力フォーマットの使用を有効にします。レポートを表示するコンピュ
ータには、Microsoft PowerPoint 2000 以降がインストールされている必要があります。

このチェックをオンにすると、この出力フォーマットオプションが、[InfoAssist のプロパ
ティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフォルト] セクションの各出力フォーマ
ットドロップダウンリストから選択可能になります。
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PowerPoint (PPTX)
PowerPoint 2007 出力フォーマットの使用を有効にします。レポートを表示するコンピュ
ータには、Microsoft PowerPoint 2007 以降がインストールされている必要があります。

このチェックをオンにすると、この出力フォーマットオプションが、[InfoAssist のプロパ
ティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフォルト] セクションの各出力フォーマ
ットドロップダウンリストから選択可能になります。

積み重ねメジャー
レポートの最初の列にすべての数値フィールド名と値が表示されます。[積み重ねメジャ
ー] 機能は HTML、Excel、PowerPoint 出力フォーマットが選択されている場合にのみ有効
になります。

ユーザ選択
レポートの実行時に、ユーザによる出力フォーマットの変更を可能にします。

参照    InfoAssist 表示タブプロパティの理解
デザインモード、出力場所、データ表示など、InfoAssist のさまざまなレポートコンポーネン
トの表示をカスタマイズできます。InfoAssist の [表示] タブに表示される次のプロパティを
構成することができます。
表示タブの表示

[表示] タブおよびそのメニューオプションをすべて有効にします。このチェックをオフに
した場合、InfoAssist インターフェースに [表示] タブは表示されません。

データパネル
データパネルの設定をカスタマイズできます。有効値は、[論理] (デフォルト)、[リスト]、
[構造] です。

クエリ
レポート作成時の [フィルタ]、[BY] および [ACROSS]、[SUM] などのクエリコンポーネン
トの表示方法をカスタマイズできます。有効値は、[ツリー] (デフォルト)、[縦横表示]、[縦
表示] です。このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオンにすると、ユー
ザは、管理者が指定したデフォルト設定を変更することができます。
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参照    InfoAssist ツールオプションダイアログのデフォルトプロパティの理解
管理者は、[ツールオプションダイアログのデフォルト] セクションの設定で、デフォルトツー
ル設定を指定することができます。各オプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオ
ンにすると、ユーザは、管理者が指定したデフォルト設定を変更することができます。ただ
し、管理者は、別のグループのいずれかで無効にされているデフォルト値を指定することはで
きません。たとえば、[フォーマットタブ] セクションで [Analytic PDF] フォーマットを無効に
した場合、[ツールオプションダイアログのデフォルト] セクションで、[レポート出力フォー
マット]、[グラフ出力フォーマット]、[ドキュメント出力フォーマット] のデフォルトとしてこ
のフォーマットを設定しようとすると、エラーメッセージが表示されます。
レポート出力フォーマット
レポートのデフォルトフォーマットを設定します。有効値は、[HTML]、[Analytic

Document]、[PDF]、[Analytic PDF]、[EXL07]、[EXL2K]、[PowerPoint (PPT)]、[PowerPoint

(PPTX)] です。このリストの各フォーマットオプションは、[InfoAssist のプロパティ] ペー
ジ の [フォーマットタブ] セクションで各フォーマットのチェックがオンに設定されてい
る場合にのみ選択できます。特定のフォーマットのチェックがオフに設定されている場
合、このリストからそのフォーマットを選択すると、フォーマットオプションが無効であ
ることを示す警告メッセージが表示されます。デフォルト値は [HTML] です。

グラフ出力フォーマット
グラフのデフォルトフォーマットを設定します。有効値は、[HTML]、[HTML5]、[Analytic

Document]、[PDF]、[Analytic PDF]、[EXL07]、[EXL2K]、[PowerPoint (PPT)]、[PowerPoint

(PPTX)] です。このリストの各フォーマットオプションは、[InfoAssist のプロパティ] ペー
ジ の [フォーマットタブ] セクションで各フォーマットのチェックがオンに設定されてい
る場合にのみ選択できます。特定のフォーマットのチェックがオフに設定されている場
合、このリストからそのフォーマットを選択すると、フォーマットオプションが無効であ
ることを示す警告メッセージが表示されます。デフォルト値は [HTML5] です。

レイアウト出力フォーマット
InfoAssist で生成されるレイアウトのデフォルトフォーマットを設定します。有効値は、
[HTML]、[Analytic Document]、[PDF]、[Analytic PDF]、[EXL07]、[EXL2K]、[PowerPoint

(PPT)]、[PowerPoint (PPTX)] です。このリストの各フォーマットオプションは、[InfoAssist

のプロパティ] ページ の [フォーマットタブ] セクションで各フォーマットのチェックが
オンに設定されている場合にのみ選択できます。特定のフォーマットのチェックがオフ
に設定されている場合、このリストからそのフォーマットを選択すると、フォーマットオ
プションが無効であることを示す警告メッセージが表示されます。デフォルト値は [PDF]

です。
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ページの向き
レポートおよびグラフのデフォルトページ方向を設定します。有効値は [縦] と [横] です。
デフォルト値は [縦] です。このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオン
にすると、ユーザは、管理者が指定したデフォルト設定を変更することができます。

ページサイズ
レポートおよびグラフのデフォルトページサイズを設定します。有効値は、[A3]、[A4]、
[A5]、[Letter]、[Tabloid]、[Legal]、[PPT-SLIDE]、[E] です。デフォルト値は [Letter] です。
このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオンにすると、ユーザは、管理者
が指定したデフォルト設定を変更することができます。

データプレビュー方法
レポートのデフォルトプレビュー方法を、サンプルデータ、データソースの実際のデータ
のいずれかに設定します。有効値は、[ライブ] および [サンプル] です。デフォルト値は
[ライブ] です。このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオンにすると、ユ
ーザは、管理者が指定したデフォルト設定を変更することができます。

最大レコード数
[インタラクティブ] デザインビューが選択されている場合に、データソースから取得する
デフォルト設定の行数を設定します。これは、ユーザが大規模なデータを扱う際のレスポ
ンス時間の短縮に役立ちます。この設定は、レポート作成時にのみ適用されます。レコー
ド数の制限の設定は、実行時のレポート出力には影響を与えません。有効値は、[すべて]、
[1]、[10]、[50]、[100]、[500]、[1000]、[2000]、[5000]、[10000] です。デフォルト値
は 500 行です。このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオンにすると、
ユーザは、管理者が指定したデフォルト設定を変更することができます。

出力ターゲット
レポートおよびグラフのデフォルト位置を設定します。有効値は、[単一タブ]、[新規タ
ブ]、[単一ウィンドウ]、[新規ウィンドウ] です。デフォルト値は [単一タブ] です。このオ
プションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオンにすると、ユーザは、管理者が指定
したデフォルト設定を変更することができます。

Analytic Document
InfoAssist のクイックアクセスツールバーから開く [プロシジャの設定] ダイアログボック
スの [Analytic Document] 設定のデフォルト値を指定します。有効な値は、[DESIGNER ス
タイル] と [レガシー] です。[InfoAssist のプロパティ] ページでは、[DESIGNER スタイル]

がデフォルト設定で選択されています。
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この設定の値は、InfoAssist で Analytic Document フォーマットを使用したレポート、グラ
フ、レイアウトの実行時に使用するデフォルト設定のインターフェースを指定します。ユ
ーザが InfoAssist で Analytic Document フォーマットのレポート、グラフ、レイアウトを
新規作成する場合、[プロシジャの設定] ダイアログボックスに表示される [Analytic

Document] 設定から別のオプションを選択すると、[InfoAssist のプロパティ] ページの設
定で指定したデフォルト値が上書きされます。

InfoAssist/BI Portal スタイルシート
InfoAssist およびポータルで使用するスタイルシートを設定します。[スタイルシートの
変更] をクリックすると、[テンプレート - 定義済みスタイルシートを参照] ウィンドウが開
きます。デフォルト設定で表示される値は [Warm.sty] です。

このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオンにすると、ユーザは、管理者
が指定したデフォルト設定を変更することができます。

Visualization スタイルシート
ビジュアライゼーションの作成時に使用するスタイルシートを設定します。[スタイルシ
ートの変更] をクリックすると、[テンプレート - 定義済みスタイルシートを参照] ウィンド
ウが開きます。デフォルト設定で表示される値は [Warm.sty] です。

このオプションの [ユーザの上書きを許可] のチェックをオンにすると、ユーザは、管理者
が指定したデフォルト設定を変更することができます。

HTML のエンコード
データ内のスクリプトタグをエンコードします。これにより、スクリプトタグが置き換え
られ、ブラウザで実行されなくなります。デフォルト値は [はい] です。この設定は、プロ
シジャに ON TABLE SET HTMLENCODE ON コマンドを追加します。

Web ビューアを有効にする
InfoAssist ユーザがレポートを一度に 1 ページずつ表示できるようにします。出力画面の
下部に表示されるナビゲーションメニューを使用して、各ページを表示できます。このオ
プションは、HTML または Active Report 出力フォーマットが選択されている場合にのみ有
効になります。

キャッシュから取得する行数
バイナリファイルに格納されたキャッシュデータから、出力ウィンドウに表示する 1 回あ
たりの行数を指定します。デフォルト値は 100 行です。

HTML の高さを固定
InfoAssist で、リボンの [フォーマット] タブの [ナビ] グループから、[固定] オプションで
レポートエリアの高さを自動的に固定する方法を指定します。
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この設定で [自動調整] を指定した場合、[固定] オプションを選択して生成したレポート
で、表示されるウィンドウの高さが自動的に調整されます。これがデフォルト値です。
この設定で [固定] を指定した場合、[固定] オプションを選択して生成したレポートで、表
示されるウィンドウのサイズに関わらず、固定高さが 4 インチに自動的に設定されます。

HTML アコーディオン
InfoAssist で、リボンの [フォーマット] タブの [ナビ] グループから、[アコーディオン] オ
プションで、表示されるコンテナに合わせてデータのサイズを自動的に変更するアコーデ
ィオンレポートを表示するかどうかを指定します。

この設定で [自動調整] を指定した場合、[アコーディオン] オプションを選択して生成した
レポートで、表示されるコンテナのサイズに合わせてデータ表示のサイズが自動的に変更
され、最大データ値または列タイトルのサイズに基づいて列幅が自動的に調整されます。
これがデフォルト値です。
この設定で [レガシー] を指定した場合、[アコーディオン] オプションを選択して生成した
レポートで、表示されるコンテナのサイズに合わせてデータ表示のサイズが自動的に変更
されず、列幅も自動的に調整されません。

グローバル設定でのキャッシュの有効化
InfoAssist でキャッシュオプションを使用すると、Analytic Document フォーマットを使用した
レポート出力の先頭ページのみをブラウザに送信し、後続のページを の一時キャッシュから
取得することが可能になります。キャッシュは、ローカルで InfoAssist の [Analytic Document

オプション] ダイアログボックスの [詳細] タブから有効にすることができます。管理コンソ
ールで関連する [InfoAssist のプロパティ] の設定を構成することで、キャッシュオプションを
グローバルに有効化することができます。

手順    InfoAssist のプロパティでキャッシュを有効化するには
管理コンソールの設定を使用して InfoAssist のキャッシュをグローバルに有効化するには、次
の手順を実行します。
1. 管理コンソールを開きます。
2. [構成] タブで [InfoAssist のプロパティ] をクリックします。
3. [InfoAssist のプロパティ] ページの [ツールオプションダイアログのデフォルト] セクショ
ンで、次の手順を実行します。
a. [Web ビューアを有効にする] 設定で、[はい] のチェックをオンにします。
b. [キャッシュから取得する行数] 設定で、デフォルト値の 100 を受容するか、ユーザ要
件に適合する別の値を入力します。
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4. ページ下部の [保存] をクリックします。
5. 変更が保存されたことを示すメッセージで [OK] をクリックします。
6. 管理コンソールを閉じます。

手順    キャッシュ構成を検証するには
InfoAssist が、管理コンソールで構成したグローバル設定を使用することを確認するためには、
次の手順を実行します。
1. InfoAssist を起動して、レポートを新規作成するか、既存のレポートを編集します。
2. [ホーム] タブの [フォーマット] グループで、[出力ファイルフォーマット] リストをクリッ
クし、[Analytic Document] または [Analytic PDF] を選択します。

3. [フォーマット] タブをクリックします。
4. [ナビ] グループで、[Web ビューア] オプションがハイライト表示されていることを確認し
ます。

5. [機能] グループで、[Analytic Document オプション] を選択します。
6. [Analytic Document オプション] ダイアログボックスで、[詳細] をクリックします。
7. [取得行数] テキストボックスの値と、管理コンソールの [キャッシュから取得する行数] 設
定で受容した値または入力した値を比較します。
これら 2 つの値が一致する場合、管理コンソールの構成が正常に更新されています。一致
しない場合は、管理コンソールの設定の構成を確認してください。

参照    InfoAssist ファイルオプションの理解
ユーザが HOLD ファイルを作成して保存する際に選択可能なファイルタイプを設定します。
バイナリ
レポートまたはグラフのデータをバイナリ値として数値フィールドに格納します。バイ
ナリファイルには、.ftm 拡張子が使用されます。

FOCUS
レポートまたはグラフのデータを、FOCUS データベースの要件に適合するセグメント構造
にテキストとして格納します。FOCUS ファイルには、.foc 拡張子が使用されます。

フィールド名付きカンマ区切りテキストファイル
レポートまたはグラフのデータをフィールド順にテキストとして格納します。文字フィ
ールドは引用符で囲まれます。各フィールドはカンマ (,) で区切られ、フィールド名が先
頭行に挿入されます。フィールド名付きカンマ区切りテキストファイルには、.csv 拡張子
が使用されます。
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テキスト
レポートまたはグラフのデータをフィールド順にテキストとして格納しますが、区切り文
字およびフィールド名は挿入されません。テキストファイルには、.ftm 拡張子が使用され
ます。

タブ区切り
レポートまたはグラフのデータをフィールド順にテキストとして格納します。各フィー
ルドは、タブ文字で区切られます。タブ区切りテキストファイルには、.tab 拡張子が使用
されます。

フィールド名付きタブ区切りテキストファイル
レポートまたはグラフのデータをフィールド順にテキストとして格納します。各フィー
ルドはタブ文字で区切られ、フィールド名が先頭行に挿入されます。フィールド名付きタ
ブ区切りテキストファイルには、.tab 拡張子が使用されます。

データベーステーブル
レポートまたはグラフのデータを、SQL データベースフォーマットに適合するフィールド
構造にテキストとして格納します。データベーステーブルファイルには、.sql 拡張子が使
用されます。
データベーステーブル出力は、SQL データベースに対して実行する場合にのみ使用できま
す。

HYPERSTAGE
レポートまたはグラフのデータを、Hyperstage データベーステーブルフォーマットに適合
するフィールド構造にテキストとして格納します。Hyperstage ファイルには、.bht 拡張子
が使用されます。
Hyperstage 出力は、Reporting Server で Hyperstage アダプタが構成されている場合にのみ
使用できます。

SQL スクリプト
レポートまたはグラフのデータを、SQL データベースフォーマットに適合するデータベー
ステーブルにインポート可能なシーケンシャルフィールド構造にテキストとして格納し
ます。SQL スクリプトファイルには、.sql 拡張子が使用されます。

SQL スクリプト出力は、SQL データベースに対して実行する場合にのみ使用できます。
XML
レポートまたはグラフのデータを、XML (Extensible Markup Language) の規則に適合する
フィールド構造にテキストとして格納します。各フィールドは、コンテンツを識別するタ
グで区切られます。XML ファイルには、.xml 拡張子が使用されます。
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JSON
レポートまたはグラフのデータを、JSON (JavaScript Object Notations) の規則に適合する
構造にテキストとして格納します。JSON ファイルは拡張子 .json を使用します。

参照    InfoAssist グラフタイプオプションの理解
Leaflet マップ

InfoAssist のグラフモードおよびビジュアライゼーションモードで Leaflet マップを使用
する際に必要なアイコンを有効にします。2 つの Leaflet マップアイコンを有効にする
と、モバイル対応インタラクティブマップ用の Leaflet オープンソース JavaScript ライブ
ラリに基づいて、コロプレスマップまたはプロポーショナルシンボル (バブル) マップが選
択可能になります。
グラフモードでは、これらのアイコンは [グラフの選択] ダイアログボックスに表示されま
す。このダイアログボックスを開くには、[フォーマット] タブの [グラフタイプ] グループ
で [その他] をクリックします。[グラフの選択] ダイアログボックスで、[マップ] をクリッ
クします。

ビジュアライゼーションモードでは、これらのアイコンは [ビジュアルの選択] ダイアログ
ボックスに表示されます。このダイアログボックスを開くには、[ホーム] タブの [ビジュ
アル] グループで [変更] をクリックします。

この設定が選択されていない場合、Leaflet マップのアイコンは上記のいずれにも表示され
ません。デフォルト値はオンです。

参照    InfoAssist オートドリルダウンプロパティの理解
このセクションの各種設定を使用して、オートドリルダウン機能の一部であるドリルダウンナ
ビゲーションの各オプションを有効にします。
シングルクリックナビゲート
シングルクリックナビゲートの使用を有効にします。シングルクリックナビゲートを有
効にした場合、レポートまたはグラフの最上位のエントリまたは機能を 1 回クリックした
際に、ディメンションの次のレベルに自動的にドリルダウンします。
デフォルト設定では、このチェックはオフです。この設定では、シングルクリックナビゲ
ートが無効になり、最上位オートドリルダウンのエントリまたは機能を 1 回クリックした
際に、ドリルダウンメニューが表示されます。このチェックをオンにすると、シングルク
リックナビゲートが有効になり、最上位オートドリルダウンのエントリまたは機能を 1 回
クリックした際に、ドリルダウンメニューが表示されずにレポートまたはグラフが自動的
にリフレッシュされ、選択したディメンションの次のレベルに基づいて結果が表示されま
す。
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階層リンク
オートドリルダウンを有効にしたレポートまたはグラフの最上部に階層リンクを表示し
ます。
デフォルト設定では、このチェックはオンです。この設定では、オートドリルダウンを有
効にしたレポートまたはグラフに階層リンクが表示されます。このチェックをオフにす
ると、オートドリルダウンを有効にしたレポートまたはグラフに階層リンクは表示されま
せん。
オートドリルダウンを有効にしたレポートまたはグラフでは、ディメンションのレベル間
をドリルダウンした際に、現在レベルに到達するまでに通過した各レベルが一連のリンク
として階層リンクに表示されます。

[元に戻す] オプション
ドリルダウンメニューの [元に戻す] オプションの表示を有効にします。

デフォルト設定では、このチェックはオンです。この設定では、ドリルダウンメニューに
[元に戻す] オプションが表示されます。このチェックをオフにすると、ドリルダウンメニ
ューに [元に戻す] オプションは表示されません。

オートドリルダウンを有効にしたレポートまたはグラフで [元に戻す] オプションを選択
すると、元のレポートに直接戻ることができます。

ドリルアップ
ドリルダウンメニューの [ドリルアップ] オプションの表示を有効にします。

デフォルト設定では、このチェックはオンです。この設定では、ドリルダウンメニューに
[ドリルアップ] オプションが表示されます。このチェックをオフにすると、ドリルダウン
メニューに [ドリルアップ] オプションは表示されません。

オートドリルダウンを有効にしたレポートまたはグラフで [ドリルアップ] オプションを
選択すると、選択したディメンションの現在レベルから 1 つ上のレベルに基づく結果で表
示が更新されます。

ドリルダウン
ドリルダウンメニューの [ドリルダウン] オプションの表示を有効にします。

デフォルト設定では、このチェックはオンです。この設定では、ドリルダウンメニューに
[ドリルダウン] オプションが表示されます。このチェックをオフにすると、ドリルダウン
メニューに [ドリルダウン] オプションは表示されません。

オートドリルダウンを有効にしたレポートまたはグラフで [ドリルダウン] オプションを
選択すると、選択したディメンションの現在レベルから 1 つ下のレベルに基づいて出力結
果が更新されます。
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注意：この設定のチェックをオフにすると、[ドリルダウン] オプションが無効になるとと
もに、レポートおよびグラフの最上位エントリからのハイパーリンク、および階層リンク
も表示されなくなります。また、[シングルクリックナビゲート] 設定のチェックがオフの
場合に、[ドリルダウン] 設定のチェックもオフにすると、オートドリルナビゲートツール
が実質的に無効になり、最上位ディメンション値のみが表示されたレポートまたはグラフ
が生成されます。[シングルクリックナビゲート] 設定のチェックをオンにし、レポートま
たはグラフの最上位から下のレベルにエントリが含まれている場合、[ドリルダウン] 設定
のチェックをオフにした場合でも、シングルクリックナビゲート機能により、これらの下
位エントリに移動します。ただし、この設定によりドリルダウンメニューが表示されなく
なるため、ユーザがレポートまたはグラフを元のレベルに戻すことも、上位にドリルアッ
プすることもできなくなります。

参照    InfoAssist その他オプションの理解
2 部構成ファイル名の使用
このオプションを選択した場合、マスターファイルディレクトリへのパスを含めた 2 部構
成ファイル名を使用する必要があります。このオプションを選択しない場合、1 部構成フ
ァイル名を使用する必要があります。デフォルト値はオンです。

データソースツリーを展開する
データソースツリーを初期表示で展開するか、折りたたむかを指定します。このチェック
をオンにした場合、ツリーは展開されて表示されます。このチェックをオフにした場合、
ツリーは折りたたまれて表示されます。デフォルト値はオンです。

JOIN ツール
InfoAssist の [データ] タブに、[JOIN] メニューオプションを表示します。このチェックを
オフにした場合、[データ] タブに [JOIN] メニューオプションは表示されません。デフォル
ト値はオンです。

レイアウトタブ
InfoAssist リボンの [レイアウト] タブを有効にします。このチェックをオフにした場合、
InfoAssist リボンに [レイアウト] タブは表示されません。デフォルト値はオンです。

シリーズタブ
InfoAssist リボンの [シリーズ] タブを有効にします。[シリーズ] タブは、グラフおよびビ
ジュアライゼーションを作成する場合に表示されます。[プロパティ]、[折れ線]、[円] の各
メニューのグラフ作成プロパティおよびオプションにアクセスできます。このチェック
をオフにした場合、InfoAssist リボンに [シリーズ] タブは表示されません。デフォルト値
はオンです。
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パスの適用を有効にする
[パスの適用] コンテナ  のデフォルト条件を設定します。[パスの適用] コンテナは、
InfoAssist アプリケーションウィンドウの [リソース] パネルの [データ] ウィンドウ上部
に表示されます。
[データ] ウィンドウのフィールドを [クエリ] ウィンドウのフィールドコンテナに移動す
ると、パスの適用によって、データソースツリーで使用可能なフィールドの表示が、フィ
ールドコンテナに移動したフィールドへのマルチパスリレーションシップに基いて、有効
な論理接続が設定されたフィールドに自動的に制限されます。
このチェックをオフにすると、この設定のデフォルト値 [パスの適用] コンテナがデフォル
ト設定で無効になります。この条件では、ユーザがフィールドを [クエリ] ウィンドウのフ
ィールドコンテナに移動した場合も、データソースツリーの使用可能なフィールドの表示
が変更されません。InfoAssist のセッションでは、ユーザは [パスの適用] コンテナをクリ
ックすることでパスの適用を有効にすることができます。
このチェックをオンにすると、[パスの適用] コンテナがデフォルト設定で有効になります。
この条件では、[クエリ] ウィンドウのフィールドコンテナに移動したフィールドに論理接
続されていないデータソースツリーのフィールドは、淡色表示になり、使用できなくなり
ます。InfoAssist のセッションでは、ユーザは [パスの適用] コンテナをクリックすること
でパスの適用を無効にすることができます。
注意：新しいプロシジャを保存すると、[パスの適用] コンテナに設定された条件がこのプ
ロシジャに保存されます。このプロシジャを InfoAssist アプリケーションウィンドウで
再度開くと、[パスの適用] コンテナの条件が、[パスの適用を有効にする] 設定で指定した
値ではなく、プロシジャに保存された値で設定されます。
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HTML5 グラフ拡張機能の操作
[HTML5 グラフ拡張機能] ページには、下図のように、ローカルの Web Query に現在インスト
ールされているすべての HTML5 グラフ拡張機能が表示されます。 

HTML5 グラフ拡張機能は、標準的な InfoAssist+ グラフを拡張したもので、非常に特殊なレポ
ート作成およびデータ視覚化の要件に合わせてカスタマイズされたグラフが含まれます。
このページの機能を使用して、HTML5 グラフ拡張機能をアップロードしたり、これらの
InfoAssist+ での使用を有効または無効にしたり、不要になった場合は Web Query からアンイ
ンストールしたりできます。
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HTML5 グラフ拡張機能エントリの理解
HTML5 グラフ拡張機能の各エントリには、グラフ拡張機能およびその作成元を識別する詳細
情報が表示され、ユーザの Web Query での使用に適しているかを判断することができます。

各エントリでは、HTML5 グラフ拡張機能が、[名前]、[説明]、[バージョン]、[API バージョン]

で識別されます。これらの詳細情報は、ユーザが使用するグラフ拡張機能を特定したり、ユー
ザのニーズに最も合ったバージョンを特定したりするのに役立ちます。[作成者] および [著作
権] では、各グラフ拡張機能の作成元、および追加コピーの取得先の URL リンクが識別できま
す。[ライセンス] では、グラフ拡張機能の使用を可能にするライセンスのタイプが識別でき、
ユーザはグラフ拡張機能の使用に関する制限およびライセンスを所有するユーザが開発者に
対して持つ権利と義務について理解することができます。

HTML5 グラフ拡張機能の有効にする/有効化済みチェックボックスの理解
HTML5 グラフ拡張機能の各エントリには、このグラフ拡張機能が使用できるかどうかを示す
[有効にする] / [有効化済み] チェックボックスが表示されています。このチェックボックスを
使用して、管理者はこれらのグラフ拡張機能の使用を 2 段階で管理することができます。つ
まり、実際に使用する HTML5 グラフ拡張機能のみ有効とし、インストール済みの他のすべて
の HTML5 グラフ拡張機能は必要に応じて使用できるように保持することができます。

このチェックがオフの場合は、下図のように [有効にする] ラベルが表示され、チェックボッ
クスを選択するとこのグラフ拡張機能が使用できるようになることが示されます。

[有効にする] チェックボックスが選択された HTML5 グラフ拡張機能は、インストール済みで
すが、Web Query または InfoAssist+ で使用することができません。
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このチェックボックスを選択すると、下図のように [有効化済み] ラベルが表示され、このグ
ラフが使用可能になったことが示されます。

[有効化済み] チェックボックスが選択された HTML5 グラフ拡張機能はインストール済みであ
り、開発者は InfoAssist+ を利用したグラフの作成にこれを使用することができます。Web

Query は、このグラフ拡張機能に含まれたファイルやディレクトリを、InfoAssist+ からの呼び
出しの対象として識別し、このグラフ拡張機能のアイコンを [グラフの選択] メニューに表示
します。グラフ拡張機能を使用するには、InfoAssist+ では、[フォーマット] タブのリボンの
[グラフ] グループから [その他] を選択し、表示される [グラフの選択] ダイアログボックスか
ら [HTML5 拡張] を選択します。

注意：[HTML5 グラフ拡張機能] ページでは、著作権またはライセンス制限が管理されません。
アップロードする HTML5 グラフ拡張機能の使用については、ユーザが最終責任を負います。
そのため、ページにアップロードする前に HTML5 グラフ拡張機能の使用に関するライセンス
または許可を所有していることを確認してください。

拡張機能のアップロードとインストールページを使用した追加の HTML5 グラフのアップロー
ド

追加の HTML5 グラフ拡張機能をインストールするには、[拡張機能のアップロードとインスト
ール] ページを使用します。[HTML5 グラフ拡張機能] のメインページから [拡張機能のアップ
ロードとインストール] ページを開くには、下図のように [その他の拡張機能を取得] をクリッ
クします。
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下図は、[拡張機能のアップロードとインストール] ページを示しています。

[拡張機能のアップロードとインストール] ページでは、次の 2 つの方法で追加の HTML5 グラ
フ拡張機能をインストールすることができます。

[拡張機能のインストール] ボタン  をクリック - [拡張機能のインストール] ボタン
は、Information Builders の GitHub サイトの拡張機能セクション (https://

github.com/ibi/wf-extensions-chart) に公開されているが、ユーザの Web Query に現在イン
ストールされていないグラフ拡張機能のエントリに表示されます。

[ファイルを選択] ボタン  をクリック - [ファイルを選択] ボタンを使用して、ロー
カル環境で作成された HTML5 グラフ拡張機能パッケージが .zip ファイルフォーマットで
保存されているユーザのローカルファイルシステム上のフォルダを参照できます。

[拡張機能のアップロードとインストール] ページから [HTML5 グラフ拡張機能] のメインペー
ジに戻るには、[HTML5 グラフ拡張機能] をクリックするか、ブラウザの [戻る] ボタンをクリ
ックします。

手順    HTML5 グラフ拡張機能をローカルファイルシステムからアップロードするには
次の手順で、HTML5 グラフ拡張機能を含む ZIP ファイルをユーザのローカルシステムからア
ップロードすることができます。
アップロードする前に、HTML5 グラフ拡張機能の使用に関するライセンスまたは許可を所有
していることを確認してください。
1. 管理者としてログインし、管理コンソールを起動します。
2. [構成] タブの [HTML5 グラフ拡張機能] をクリックします。
3. [HTML5 グラフ拡張機能] ページで、[その他の拡張機能を取得] をクリックします。
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4. [拡張機能のアップロードとインストール] ページで、[参照] をクリックします。
[開く] ダイアログボックスが表示され、ローカル Web Query インストールの拡張機能フォ
ルダが選択されます。

5. アップロードする HTML5 グラフ拡張機能が格納された ZIP ファイルを選択し、[開く] を
クリックします。

6. [HTML5 グラフ拡張機能] ページがリフレッシュされ、ページ最上部に戻されます。ここ
で、新しい HTML5 グラフ拡張機能のエントリが表示されるまで画面を下方向へスクロー
ルします。

手順    HTML5 グラフ拡張機能を IBI GitHub ページからインストールするには
次の手順で、HTML5 グラフ拡張機能を IBI GitHub サイトの拡張機能セクション (https://

github.com/ibi/wf-extensions-chart) からアップロードすることができます。
1. 管理者としてログインし、管理コンソールを起動します。
2. [構成] タブの [HTML5 グラフ拡張機能] をクリックします。
3. [HTML5 グラフ拡張機能] ページで、[その他の拡張機能を取得] をクリックします。
4. 下図のように、[拡張機能のアップロードとインストール] ページで、[GitHub で利用可能
な未インストールの拡張機能] 以下のリストを確認します。

5. インストールしたいグラフ拡張機能がリストに表示されている場合は、[拡張機能のイン
ストール]  をクリックします。

6. [HTML5 グラフ拡張機能] ページがリフレッシュされ、ページ最上部に戻されたます。ここ
で、画面を下方向へスクロールしてこのグラフ拡張機能がインストールされていることを
確認します。
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手順    インストール済みの HTML5 グラフ拡張機能を有効にするには
HTML5 グラフ拡張機能のエントリで [有効にする] チェックボックスを選択すると、このグラ
フ拡張機能が InfoAssist+ および Web Query のローカルインストールで使用可能になります。
有効にする前に、HTML5 グラフ拡張機能の使用に関するライセンスまたは許可を所有してい
ることを確認してください。
1. 管理者としてログインし、管理コンソールを起動します。
2. [構成] タブの [HTML5 グラフ拡張機能] をクリックします。
3. [HTML5 グラフ拡張機能] ページで、有効化する HTML5 グラフ拡張機能のエントリまで画
面をスクロールします。
注意：ブラウザでサポートされる [検索] または [このページの検索] コマンドを使用して、
グラフ拡張機能の名前で検索することもできます。

4. 下図のように、[有効にする] のチェックをオンにします。

5. [HTML5 グラフ拡張機能] ページがリフレッシュされ、ページ最上部に戻されたます。ここ
で、画面を下方向へスクロールしてこのエントリのチェックボックスが選択されているこ
とを確認します。
この HTML5 グラフ拡張機能のアイコンが、InfoAssist+ の [グラフの選択] メニューに表示
されます。このメニューは、[フォーマット] タブの [グラフ] グループの [その他] コマン
ドをクリックすると表示されます。

手順    HTML5 グラフ拡張機能を無効にするには
HTML5 グラフ拡張機能のエントリで [有効化済み] のチェックをオフにすると、このグラフ拡
張機能が InfoAssist+ および Web Query のローカルインストールで使用できなくなります。
ただし、このグラフ拡張機能は [HTML5 グラフ拡張機能] ページにインストールされた状態で
保持され、必要に応じて再度有効にすることができます。
1. 管理者としてログインし、管理コンソールを起動します。
2. [構成] タブの [HTML5 グラフ拡張機能] をクリックします。
3. [HTML5 グラフ拡張機能] ページで、無効にする HTML5 グラフ拡張機能のエントリまで画
面をスクロールします。
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注意：ブラウザでサポートされる [検索] または [このページの検索] コマンドを使用して、
グラフ拡張機能の名前で検索することもできます。

4. 下図のように、[有効化済み] のチェックをオフにします。

5. [HTML5 グラフ拡張機能] ページがリフレッシュされ、ページ最上部に戻されたます。ここ
で、画面を下方向へスクロールしてこのエントリのチェックボックスの選択が解除されて
いることを確認します。
この HTML5 グラフ拡張機能のアイコンは、InfoAssist+ のリボンから開く [グラフの選択]

メニューには表示されなくなります。

手順    HTML5 グラフ拡張機能をアンインストールするには
1. 管理者としてログインし、管理コンソールを起動します。
2. [構成] タブの [HTML5 グラフ拡張機能] をクリックします。
3. [HTML5 グラフ拡張機能] ページで、アンインストールする HTML5 グラフ拡張機能のエン
トリまで画面をスクロールします。
注意：ブラウザでサポートされる [検索] または [このページの検索] コマンドを使用して、
グラフ拡張機能の名前で検索することもできます。

4. 下図のように、[削除 (グラフ名)] をクリックします。

5. 「この拡張機能を完全に削除してよろしいですか」というメッセージで [OK] をクリックし
ます。

6. [HTML5 グラフ拡張機能] ページがリフレッシュされ、ページ最上部に戻されたます。ここ
で、画面を下方向へスクロールしてこのエントリが削除されていることを確認します。
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この HTML5 グラフ拡張機能のエントリの表示がページからなくなります。HTML5 グラ
フ拡張機能が GitHub サイトからインストールされていた場合、[拡張機能のアップロード
とインストール] ページに表示され、このページから再インストールすることができます。
ローカルファイルシステムからインストールされていた場合はこのページに表示されま
せん。このグラフ拡張機能をローカルファイルシステムから再ロードするためには、[拡
張機能のアップロードとインストール] ページの [ファイルを選択] ボタンを使用する必
要があります。
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2
Db2 Web Query 変更管理

変更管理とは、同一リリースレベルの Web Query 環境間でアプリケーションコンポーネ
ントを移動するプロセスのことです。通常、変更管理プロセスは、アプリケーションを
テスト環境で十分にテストした上で、実稼動環境に展開する場合に使用されます。
これらの作業は重要であり、Db2 Web Query では、このような作業を容易にする機能お
よび手法が用意されています。
トピックス
変更管理プロセスの理解

変更管理パッケージの作成

変更管理プロセスの理解
アプリケーションの開発は反復的なプロセスです。開発者は、アプリケーションコードを修正
し、コンポーネントを定期的にテスト環境に移動して、ユーザのフィードバックや承認を受け
取ります。アプリケーション開発サイクルのある時点でアプリケーションが安定すると、それ
を実稼動環境に移動します。アプリケーションを一般公開した後は、問題の解決、テストの実
行、実稼動環境への組み込みが必要になります。これが、工程管理とも呼ばれる、変更管理プ
ロセスの重要な点です。
変更管理に対する組織の取り組み方はさまざまです。多くの業務を開発者に委ねる組織もあ
れば、より高度な管理レベルを維持するための代替プロセスを構築している組織もあります。
通常、開発者は開発ツールを使用してこれらの業務を遂行しますが、変更管理の担当者は環境
間でアプリケーションコンポーネントを移動するバッチ指向の方法を好みます。アプリケー
ションを実稼動環境に移動した後の変更作業のため、開発者には、変更管理パッケージを作成
するという作業が必要になる場合があります。大規模な企業では、多くの場合、これらの方式
を組み合わせて使用します。
次の例では、2 つの異なる変更管理プロセスについて紹介します。ここでは、各組織の変更管
理プロセスの目的を達成するための機能や手法について説明します。
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アプリケーションファイルの移動 - 単純な変更管理プロセス
下図のように、開発者は開発ツールを使用して、開発環境とテスト環境の間でアプリケーショ
ンファイルを移動します。アプリケーションが完成した段階で、オペレーティングシステムの
ユーティリティを使用して、アプリケーションをテスト環境から実稼動環境にコピーします。
この例では、テスト環境は 1 つだけです。

アプリケーションファイルの移動 - 包括的な変更管理プロセス
この例では、4 つの 環境が構築され、アプリケーションコードを実稼動環境に移動する管理
レベルが強化されています。開発者は、リソースツリーを使用して、アプリケーションファイ
ルを開発環境からテスト環境へ移動します。その後、ユーザテスト環境に変更を移動する準備
ができた段階で、開発者は変更管理エクスポート機能を使用します。

変更管理プロセスの理解
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開発者は、変更管理エクスポート機能を使用して、移動するリソースを選択し、変更管理パッ
ケージを作成できます。続いて、管理者は、変更管理インポート機能を使用して、変更管理パ
ッケージをユーザテスト環境に移動できます。各組織のビジネスプロセスとの統合を図るた
めに、コンテンツを自動的にインポートするプロセスを採用している組織もあります。下図の
ように、アプリケーションのリリース準備ができた段階で、工程管理担当者は、アプリケーシ
ョンのファイルシステムコピーを実稼動環境に移動します。ユーザがアプリケーションの使
用を開始すると、変更管理プロセスは、アプリケーションの保守サポートの段階に移ります。
これ以降、管理者は変更管理インポート機能を使用することで、実稼動環境への段階的な更新
を簡単に行うことができます。

変更管理パッケージの作成
多くの組織では、ユーザテスト環境および実稼動環境への書き込みアクセス権限を開発者に与
えていません。これらの環境へのアクセスは厳しく管理され、アクセス権限は、管理者、工程
管理担当者、または変更の管理の自動プロセスのみに許可されています。
ただし、変更をテスト環境に移動する準備ができているかどうかを判断できるのは開発者だけ
です。開発者は、変更管理エクスポート機能を使用することで、グラフィカルな外観で表示さ
れた管理対象のリソースから、変更管理パッケージを作成することができます。作成されたパ
ッケージは、工程管理担当者または自動プロセスによって別の環境へロードされます。

手順    変更管理エクスポートパッケージを作成するには
変更管理エクスポートパッケージを作成するには、Web Query 開発者または管理者の権限が必
要です。
変更管理パッケージの作成に必要な手順は次のとおりです。
1. シナリオの作成   変更管理エクスポートユーザインターフェースを使用して、エクスポー
トするリソースを選択するという方法でシナリオを作成します。シナリオとは、変更管理
エクスポートパッケージにエクスポートするすべてのリソースの記述のことです。

2. Db2 Web Query 変更管理
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2. シナリオのエクスポート   シナリオの作成後、変更管理パッケージとしてそのシナリオを
変更管理エクスポートディレクトリにエクスポートします。エクスポートプロセスでは、
フォルダおよび変更管理 ZIP ファイルの 2 つのフォーマットでパッケージが生成されま
す。フォルダには、変更管理パッケージの展開済みコンテンツが格納されます。変更管理
ZIP ファイルには、このパッケージの圧縮されたコンテンツが、ターゲット環境にダウン
ロードおよび転送可能なフォーマットで格納されます。この変更管理エクスポートパッ
ケージは、シナリオ名と同一のディレクトリに配置されます。
/qibm/userdata/qwebqry/base80/cm/export

エクスポート後のフォルダは、ターゲット環境にコピーされ、次のディレクトリに配置さ
れます。

/qibm/userdata/qwebqry/base80/cm/import

注意：変更管理のエクスポートおよびインポートアクティビティは、次のログファイルに
書き込まれます。

/qibm/userdata/qwebqry/base80/logs/impex.log

3. シナリオのダウンロード   変更管理 ZIP ファイルは、Web ブラウザを使用して、エクスポ
ートディレクトリから変更管理ディレクトリ外部の場所にダウンロードすることができ
ます。この外部の場所から、変更管理 ZIP ファイルをターゲットの Db2 Web Query 環境
のインポートディレクトリに転送し、そのコンテンツをインポートしたり、コンテンツに
アクセスしたりできます。

手順    変更管理エクスポート機能にアクセスしてシナリオを作成するには
1. 下図のように、Db2 Web Query ホームページのバナーから [ユーティリティ] メニューを開
き、[変更管理]、[エクスポート] を順に選択します。

変更管理パッケージの作成
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下図のように、[シナリオ] ダイアログボックスが表示されます。

2. 下図のように、[新規シナリオ] を選択して [新規シナリオ] ダイアログボックスを開きま
す。

3. [新規シナリオ] ダイアログボックスにシナリオの名前を入力し、[作成] を選択すると、下
図のように、変更管理エクスポートインターフェースが開きます。

シナリオを作成するユーザインターフェースが表示されます。ここで、ターゲットシステ
ムに移動するリソースを選択します。
変更管理エクスポートインターフェースには、次の 2 つの主要オプションがあります。

2. Db2 Web Query 変更管理
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ルールを含める   このオプションは、デフォルト設定では選択されていません。このオプ
ションは、選択しないでください。
ハンドルの保持   ソース環境を Db2 Web Query バージョン 1.1 から 2.1 または 2.2 にマ
イグレートし、変更管理プロセスでこのコンテンツを使用する場合は、このオプションを
選択する必要があります。バージョン 1.1 からバージョン 2.1 または 2.2 へのマイグレ
ート時に、バージョン 1.1 の HREF がバージョン 2.1 または 2.2 のハンドルとして使用さ
れ、-INCLUDE およびドリルダウンの古いコードがバージョン 1.1スタイル構文として引
き続き機能するようになります。これらのハンドルをターゲット環境に移動した場合で
も、-INCLUDE およびドリルダウンの古いスタイル構文を含むコードが引き続き動作しま
す。
移動可能なリソースには次のタイプがあります。

/WFC/Repository に格納されている任意のフォルダまたは項目。つまり、ユーザイン
ターフェースに [Db2 Web Query] として表示される、プロシジャ、スタイルシート、
イメージ、HTML ファイル、スケジュール、配信リストのすべてが含まれます。

ツリー上の Reporting Server ノードの任意のアプリケーションまたは特定のファイ
ル。

リソースの選択

リソースを選択するには、左側の [変更管理] ツリーから、コンテンツを右側のウィン
ドウへドラッグします。別の方法として、移動するコンテンツを右クリックし、コン
テキストメニューから [サブツリーを含めて選択] または [フォルダのみ選択] を選択
することもできます。

[サブツリーを含めて選択] を選択すると、そのフォルダおよびサブフォルダのすべ
てが選択されます。

[フォルダのみ選択] を選択すると、その特定のフォルダが選択されますが、コンテ
ンツは含まれません。通常、このオプションは、フォルダに適用されたルールを移
動する場合に使用します。

リソースの選択が完了すると、そのリソースのエントリが右側ウィンドウに表示されると
同時に、リソースツリーのエントリ上に取り消し線が表示されます。

プライベートリソースを選択した場合、[プライベートコンテンツを含める] のチェッ
クが自動的にオンになり、これを手動でオフにすることはできません。

プライベートコンテンツを選択した場合、そのプライベートコンテンツのオーナーが
ターゲット環境に存在する場合にのみインポートされます。

変更管理パッケージの作成
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公開済みリソースを選択した場合、そのリソースの [プライベートコンテンツを含め
る] のチェックをオンにすることで、そのフォルダ内にプライベートコンテンツを含め
ることができます。これにより、ユーザがそのプライベートコンテンツの表示権限を
所有していない場合でも、そのフォルダおよびサブフォルダ (ユーザに割り当てられて
いる [マイコンテンツ] フォルダも含む) のプライベートコンテンツがすべてエクスポ
ートされます。

親フォルダを含めずにサブフォルダのみを選択した場合、インポートプロセスでター
ゲット環境に親フォルダが再作成されます。ターゲット環境には、ソース環境と同一
のメタデータへの接続が存在する必要があります。

外部コンテンツを参照するコラボレーションポータルやページを選択する際は、その
外部コンテンツも変更管理パッケージに含める必要があります。

ソース環境とターゲット環境で適用されるルールが異なる場合、ユーザがソース環境
でプライベートコンテンツへのアクセス権限を所有している場合でも、ターゲット環
境でアクセスが拒否される場合があります。この問題は、ユーザがソース環境でプラ
イベートコンテンツが格納された公開済みフォルダへのアクセス権限は所有するが、
ターゲット環境でそのアクセス権限を所有していない場合に発生します。

フォルダの選択

4. リソースを選択した後、そのシナリオを保存する必要があります。
保存を完了後、シナリオを変更管理インポートインターフェースから実行することができ
ます。

2. Db2 Web Query 変更管理
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手順    変更管理パッケージ ZIP ファイルをダウンロードするには
エクスポートプロセスでは、変更管理 ZIP ファイルは /qibm/userdata/qwebqry/base80/cm/

export に保存されます。ダウンロードプロセスでは、その変更管理 ZIP ファイルが取得され、
ユーザのローカルマシンにダウンロードされます。ダウンロードした変更管理パッケージ ZIP

ファイルのコピーを別の Web Query 環境に移動して、変更管理パッケージとして使用するこ
とができます。
1. 下図のように、Db2 Web Query ホームページのバナーで [ユーティリティ] メニューを開
き、[変更管理]、[エクスポート] を順に選択して [シナリオ] ダイアログボックスを開きま
す。

変更管理パッケージの作成
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2. 下図のように、ダウンロードする変更管理 ZIP ファイルを右クリックし、[ダウンロード]
を選択します。

注意：同一名を含む 2 つのリストエントリ間で選択する場合、完全な変更管理パッケージ
と ZIP ファイルバージョンを区別する際は、ZIP ファイルに割り当てられた名前には取得
元の変更管理パッケージの名前、パッケージの作成日時、作成者のユーザ ID が含まれる
ことを覚えておきます。完全な変更管理パッケージに割り当てられた名前には、このよう
な詳細は含まれません。

3. ブラウザの指示に従って、変更管理 ZIP ファイルを外部の場所に保存します。
4. [シナリオ] ダイアログボックスを閉じます。

2. Db2 Web Query 変更管理
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手順    変更管理パッケージ ZIP ファイルをアップロードするには
ZIP ファイルのアップロードプロセスでは、ローカルマシンに格納されている変更管理 ZIP フ
ァイルのコピーが、サーバ上の変更管理インポートディレクトリ (/qibm/userdata/qwebqry/

base80/cm/export) にコピーされます。さらに、この変更管理 ZIP ファイルのコピーを Web

Query にインポートすることができます。
1. 下図のように、Db2 Web Query ホームページのバナーで [ユーティリティ] メニューを開
き、[変更管理]、[インポート] を順に選択して [インポートパッケージ] ダイアログボック
スを開きます。

2. 変更管理 ZIP ファイルを選択し、[ZIP ファイルのアップロード] をクリックします。
下図のように、[ZIP ファイルのアップロード] ダイアログボックスが開きます。

3. [参照] をクリックし、変更管理パッケージの保存先のパスに移動し、アップロードする変
更管理 ZIP ファイルをクリックしてから、[開く] をクリックします。

変更管理パッケージの作成
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4. [アップロードするファイル] テキストボックスに変更管理 ZIP ファイルが正しく表示さ
れていることを確認し、パッケージからインポートするファイルを公開するか、非公開に
するかを指定します。
アップロード完了後に変更管理 ZIP ファイルのコンテンツを公開するには、[ドキュメ
ントを公開] のチェックをオンにします。この設定がデフォルト値です。

アップロード完了後に変更管理 ZIP ファイルのコンテンツを公開しない場合は、[ドキ
ュメントを公開] のチェックをオフにします。

5. [アップロード] をクリックします。
確認ダイアログボックスが表示されます。[OK] をクリックしてアップロードを完了しま
す。

6. [ZIP ファイルのアップロード] ダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。
新しい ZIP ファイルのエントリが [インポート] ノード下に表示されない場合は、[インポ
ート] ノードを右クリックし、[リフレッシュ] を選択します。

手順    変更管理パッケージをインポートするには
変更管理インポートパッケージを作成するには、Web Query 管理者の権限が必要です。

この手順では、変更管理エクスポートパッケージが事前に作成され、ターゲット環境の次のデ
ィレクトリにコピー済みであることを想定します。

2. Db2 Web Query 変更管理
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/qibm/userdata/qwebqry/base80/cm/import

1. 下図のように、Db2 Web Query ホームページのバナーで [ユーティリティ] メニューを開
き、[変更管理]、[インポート] を順に選択して [インポートパッケージ] ダイアログボック
スを開きます。
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2. 下図のように、インポートする変更管理 ZIP ファイルを右クリックして [インポート] を選
択し、[インポートパッケージ] ダイアログボックスを開きます。

3. [コンテンツリソース] グループで、変更管理インポートを新しいコンテンツリソースのみ
に制限するには、デフォルト値の [新規リソースの追加のみ (置換しない)] を受容します。
または
変更管理インポートに新しいコンテンツリソースとともに、既存コンテンツリソースの更
新を含めるには、[新規リソースを追加して既存のリソースを更新] を選択します。

4. [セキュリティリソース] グループで、次のように選択します。
a. [ロール] のチェックをオンにして、変更管理インポートパッケージにロールを含めま
す。

b. [グループ] のチェックをオンにして、変更管理インポートパッケージにグループを含
めます。

c. [ユーザ] のチェックをオンにして、変更管理インポートパッケージにユーザを含めま
す。
各セキュリティリソースで、変更管理インポートを新規セキュリティリソースのみに
制限するには、デフォルト値の [追加] を受容します。

または
変更管理インポートに新しいセキュリティリソースとともに、既存セキュリティリソ
ースの更新を含めるには、[追加/更新] を選択ます。

2. Db2 Web Query 変更管理
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d. [リソースのルールをインポート] のチェックをオンにして、変更管理インポートパッ
ケージに追加するセキュリティリソースに割り当て済みのルールを含めます。

5. 構成の完了後、[インポート] をクリックします。
インポートプロセスで変更管理パッケージからコンテンツがロードされ、古い環境で使用
されていたフォルダの名前に正確に一致するフォルダに格納されます。変更管理パッケ
ージに含めたリソースが古い環境と同一のフォルダに割り当てられている限り、インポー
トされたリソースが古い環境と同様に表示されます。
ただし、予期した変更が確認されない場合は、リソースツリーの [ワークスペース] エント
リを右クリックして [リフレッシュ] を選択します。

変更管理パッケージの作成

62 



Legal and Third-Party Notices

SOME TIBCO SOFTWARE EMBEDS OR BUNDLES OTHER TIBCO SOFTWARE. USE OF SUCH
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EMBEDDED OR BUNDLED SOFTWARE IS NOT LICENSED TO BE USED OR ACCESSED BY ANY
OTHER TIBCO SOFTWARE OR FOR ANY OTHER PURPOSE.

USE OF TIBCO SOFTWARE AND THIS DOCUMENT IS SUBJECT TO THE TERMS AND CONDITIONS
OF A LICENSE AGREEMENT FOUND IN EITHER A SEPARATELY EXECUTED SOFTWARE LICENSE
AGREEMENT, OR, IF THERE IS NO SUCH SEPARATE AGREEMENT, THE CLICKWRAP END USER
LICENSE AGREEMENT WHICH IS DISPLAYED DURING DOWNLOAD OR INSTALLATION OF THE
SOFTWARE (AND WHICH IS DUPLICATED IN THE LICENSE FILE) OR IF THERE IS NO SUCH
SOFTWARE LICENSE AGREEMENT OR CLICKWRAP END USER LICENSE AGREEMENT, THE
LICENSE(S) LOCATED IN THE "LICENSE" FILE(S) OF THE SOFTWARE. USE OF THIS DOCUMENT
IS SUBJECT TO THOSE TERMS AND CONDITIONS, AND YOUR USE HEREOF SHALL CONSTITUTE
ACCEPTANCE OF AND AN AGREEMENT TO BE BOUND BY THE SAME.

This document is subject to U.S. and international copyright laws and treaties. No part of this
document may be reproduced in any form without the written authorization of TIBCO Software
Inc.

TIBCO, the TIBCO logo, the TIBCO O logo, FOCUS, iWay, Omni-Gen, Omni-HealthData, and
WebFOCUS are either registered trademarks or trademarks of TIBCO Software Inc. in the
United States and/or other countries.

Java and all Java based trademarks and logos are trademarks or registered trademarks of
Oracle Corporation and/or its affiliates.

All other product and company names and marks mentioned in this document are the property
of their respective owners and are mentioned for identification purposes only.

This software may be available on multiple operating systems. However, not all operating
system platforms for a specific software version are released at the same time. See the
readme file for the availability of this software version on a specific operating system platform.

THIS DOCUMENT IS PROVIDED "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESS
OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, OR NON-INFRINGEMENT.

THIS DOCUMENT COULD INCLUDE TECHNICAL INACCURACIES OR TYPOGRAPHICAL ERRORS.
CHANGES ARE PERIODICALLY ADDED TO THE INFORMATION HEREIN; THESE CHANGES WILL
BE INCORPORATED IN NEW EDITIONS OF THIS DOCUMENT. TIBCO SOFTWARE INC. MAY MAKE
IMPROVEMENTS AND/OR CHANGES IN THE PRODUCT(S) AND/OR THE PROGRAM(S)
DESCRIBED IN THIS DOCUMENT AT ANY TIME.
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